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高等教育機関の専門的な知識や技能を活かす教育プログラム             

について 

 

○高等教育機関の専門的な知識や技能を活かす教育プログラム「まな便」とは 

高等教育機関の専門的な知識や技能を活かす教育プログラム「まな便」は、県内

の高等教育機関の学生団体やサークル、グループ等（以下「学生団体等」と表記）

が高等教育機関での学びや経験等を活かし、小学校・中学校・高等学校等の児童・

生徒への教育活動や公民館事業等を対象に教育活動の支援を行うためのプログラ

ムです。学校や公民館等の教育機関等（以下「利用者」と表記）からお申込みいた

だき、条件が整えば、「学生団体等」が教育活動をおこないます。 

 

○対象となる教育活動 

小学校・中学校・高等学校等の児童・生徒への教育活動（授業や課外活動、土曜

授業、放課後や休日等の体験活動等）や公民館等の教育機関の教育活動等を対象と

します。 

上記以外でも内容、テーマ等によっては対象とする場合がありますので、三重県

教育委員会事務局「社会教育・文化財保護課」へお問い合せください。 

 

○ご理解いただきたいこと 

「まな便」による活動は、「利用者」側の学びはもちろんですが、それと同時に学

生たちにとっても、人と接する実体験を通じ、経験や気づき等を得ることができる

教育の場であると考えています。うまくいかない場面があっても、それが次につな

がるような対応をお願いします。また、安価な講師としてのお申し込みはご遠慮く

ださい。 

 

○お申し込みにあたって 

・参加者の募集や会場手配、申し込み・問い合わせ先、活動の運営は、原則とし

て「利用者」の方で行っていただきます。 

・開催期日や時間帯、費用負担（謝金、交通費、教材費等）については、「学生団

体等」と相談のうえ決定していただきます。（交通費、材料費は、原則ご負担い

ただきたいと思います。） 

・学生主体の活動であるため、授業や学校行事等によりご希望に添えない場合も

あります。 

・お申し込みご依頼後、２週間を過ぎても、「社会教育・文化財保護課」からの連

絡がない場合は、お手数ですが、電話にてご確認をお願いします。 

 

 

1



 

 

○お申し込みから実施までの流れ 

・「まな便」から、ご希望の内容を選び、申込書に必要事項をご記入のうえお申し

込みください。（お申し込みの前にお問い合わせいただくことも可能です。） 

・お申し込みについて、「社会教育・文化財保護課」（県教委）が「学生団体等」

に条件等を照会し、実施の可否について「利用者」に回答します。 

・実施可能な場合は、「学生団体等」の連絡先をお知らせしますので、日程の調整、

費用等の詳細について、「学生団体等」と直接打ち合わせをしてください。 

・プログラム実施後、アンケートにご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者   ⇒ 県教委    「申込み」 

② 県教委     ⇒ 学生団体等  「実施可否の照会」 

③ 学生団体等 ⇒ 県教委      「実施可否の回答」 

④ 県教委   ⇒ 利用者    「実施決定」または「実施不可」の通知 

⑤ 利用者   ⇔ 学生団体等  「詳細等打合せ」（実施可能な場合） 

 

○お申し込みについて 

所定の申込用紙により「社会教育・文化財保護課」まで、ＦＡＸ、E-mail、郵送

のいずれかでお申し込みください。 

申込用紙は、本冊最終ページのものをコピーするか、県教育委員会ホームページ

からエクセルファイルをダウンロードしてください。 

なお、トラブル防止のため、送付後は電話にてご連絡ください。 

○お問い合わせ・お申し込み先 

三重県教育委員会事務局 社会教育・文化財保護課 

〒５１４－８５７０ 津市広明町１３番地 

ＴＥＬ ： ０５９－２２４－３３２２   

ＦＡＸ ： ０５９－２２４－３０２３ 

E-mail ： shabun@pref.mie.lg.jp 

○「まな便」ホームページ 

http://www.pref.mie.lg.jp/SHABUN/HP/p0014100001.htm 

または、「まな便」で検索。 

 

               

学校・公民館等 

教育機関（「利用者」） 

高等教育機関 

（「学生団体等」） 

 

三重県教育委員会事務局 

社会教育・文化財保護課 

 

② 
 

③ 

⑤ 

 

① 

 

④ 
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「まな便」の見方 

分 類 

 次のように分類しています。 

Ａ 言語・読書 

Ｂ 理数 

Ｃ 外国語・国際理解 

Ｄ 伝統や文化、社会 

Ｅ 音楽・スポーツ 

Ｆ 工作・ものづくり 

Ｇ 体験活動 

Ｈ 子どもの学習や生活等全般 

Ｉ 食育・健康 

Ｊ 子育て支援 

Ｋ ＩＣＴ、メディアリテラシー 

Ｌ 高齢者教育・福祉 

Ｍ 地域の安全・安心 

Ｎ まちづくり・地域イベント 

Ｏ その他 

エリア 

  「○」は実施可能なエリア、「△」は条件付きで実施可能なエリアです。 

  北 勢 … 四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、木曽岬町、東員町、 

菰野町、朝日町、川越町 

  中 勢 … 津市、松阪市、多気町、明和町、大台町 

  南 勢 … 伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町 

  伊 賀 … 名張市、伊賀市 

  東紀州 … 尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町 

  全 県 … 県内全域 

対 象 

  「○」は実施可能な対象者、「△」は条件付きで実施可能な対象者です。 

可能日 

  「○」は実施可能な日、「△」は条件付きで実施可能な日です。ただし、「○」で

あっても試験や実習、帰省等により不可な場合もあります。 

講師料・交通費 

  講師料や交通費が必要な場合は「要」、不要の場合は「不要」、高等教育機関から

開催地までの距離や時期等の条件により有償、無償が変わる場合は「応相談」とし

ています。条件については、当課までお尋ねください。 

備 考 

  主な条件や依頼等が記載されています。記載以外にも条件等がある場合がありま

す。 

 

  年度途中でも、プログラムの追加や、記載内容の変更、削除等がある場合があり

ます。 

最新版は県教育委員会ホームページに掲載していますので、ご検討、お申し込み

の際は最新版をご確認ください。 
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B－１
サイエンススクール

（都市環境系）

伊賀・名張近辺の河川水の水質
を調査を実施します。参加者に
は、採水と簡易測定器を用いた
水質調査を体験し、環境につい
て学びます。（1.5～2時間程
度）

○伊賀 ○ ○ ○ ○
応
相
談

応
相
談

近畿大学工業
高等専門学校

都市環境コース

令和7年4月1日～令和8
年3月31日の期間で事案
ごとに調整が必要です。
また、天候や場所によっ
て、実施できない場合が
あります。

B－２
サイエンススクール

（都市環境系）

３Dレーザースキャナ用いた測
量技術・方法を体験します。参
加者の中から数名による操縦体
験などを行います。
（1時間程度）

○伊賀 △ ○ ○ △ ○
応
相
談

応
相
談

近畿大学工業
高等専門学校

都市環境コース

令和7年4月1日～令和8
年3月31日の期間で事案
ごとに調整が必要です。
また、天候や場所によっ
て、実施できない場合が
あります。

B－３
オープンストリート

マップ

オープンストリートマップにつ
いての説明を行い，実際コンテ
ンツを地図に反映させる作成方
法について体験をしてもらいま
す。

○伊賀 ○ ○ △ △
応
相
談

応
相
談

近畿大学工業
高等専門学校

電気電子コース

令和7年4月1日～令和8
年3月31日の期間で事案
ごとに調整が必要です。
また、天候や場所によっ
て、実施できない場合が
あります。

低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

B　理数

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者
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低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者

Ｆ－１
ソーラーライト工作
教室 〜電気とエネル

ギーを学ぼう！〜

小中学生を対象に、LEDとソー
ラーパネルを用いたソーラーラ
イトを自作する工作教室を実
施。太陽光発電・省エネル
ギー・再生可能エネルギー・防
災にもつながる科学の話題を交
え、理科離れ防止・SDGsへの
理解促進にも貢献する。

○全県 ○ ○ ○ ○ ○
応
相
談

応
相
談

△

鈴鹿医療科学大学
（臨床工学科　ソー
ラーライトプロジェ

クト）

G－１
メタンハイドレート

生成実験

圧力容器に水を入れ、冷却しな
がらメタンで加圧、磁石攪拌に
よりハイドレートが生成される
過程を観察してもらう。また、
エネルギー論や、ハイドレート
についての簡単な講義を行いま
す。（1.5～2時間程度）

△伊賀 ○ ○ △ △
応
相
談

応
相
談

近畿大学工業高等専
門学校

実施会場は近大高専、実
施時期・材料費について
は実験設備準備等の関係
で相談させてください。

I－１
薬学部教員が行う薬

物乱用防止教室

違法薬物から身近な依存物質
（ニコチン、アルコール、カ
フェインなど）、薬局で調剤さ
れる処方薬や市販薬まで乱用の
実態と危険性を年齢に応じ、分
かりやすく解説します。

○全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○
応
相
談

応
相
談

△
鈴鹿医療科学大学

（薬学部  薬学科）

G　体験活動

Ｉ　食育、健康

Ｆ　工作・ものづくり
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低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者

Ｊ－１
お兄さんお姉さんた
ちと、おもいっきり

あそぼう！

こどもたちと、教育・保育を専
門に学ぶ大学生が一緒になっ
て、造形あそび、絵本の読み聞
かせ、身体あそびなどを心から
楽しむ。

○北勢
○中勢
△南勢
△伊賀

△東紀州

○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △
不
要

応
相
談

△
鈴鹿大学こどもボラ

ンティア部

講師料：不要、
交通費：応談、
⑥：△のエリアはスター
トが午後からになる可能
性もあります。
⑧：教育実習などで部員
が集まりきらない場合も
あるので、△とさせてい
ただきました。

Ｊ－２
高田短大のお姉さん

と遊ぼう！

バルンアート・工作・歌遊び・
ゲームなどを子どもたちと一緒
に楽しみます。

○全県 ○ ○ ○ ○
無
料

基
本
的
に
無
料
ま
た
は
相
談

高田短期大学
ボランティア・国際

交流部

Ｊ　子育て支援
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低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者

K－1
パソコン（Excel)で
楽しくグラフを作ろ

う！

ノートパソコンで表形式データ
(Excel)から種々のグラフを作成
し、データの可視化により、情
報の意味を理解する。医療健康
データサイエンス学科の学生が
中心となって、中学生・高校生
などに対して、コンピュータを
お借りし、コンピュータ実習を
行う。受講者の自宅にパソコン
があり、Zoomなどの遠隔授業
のソフトが使用できれば、リ
モート対応が可能です。

○北勢
○中勢
○南勢
△伊賀

△東紀州

○ ○
応
相
談

応
相
談

△

鈴鹿医療科学大学
（医用工学部  医療
健康データサイエン

ス学科）

受講者が使用するExcel
が利用できるパソコンを
借りる必要があります。

K－２
micro:bitで簡単プロ

グラミング講座

micro:bitと呼ばれるマイコンを
用いたプログラミング講座で
す。タブレット端末やPC上でプ
ログラムを作成しLEDやセンサ
を動作させます。ブロックを並
べてプログラミングをしますの
で、楽しく学べます。

△北勢
△中勢
○南勢
△伊賀

△東紀州

△ △ ○ ○ ○ ○ ○
不
要

応
相
談

不
可

鳥羽商船高等専門学
校

△の地域については開始
時間が午後になる可能性
がありますのでご相談下
さい。小学生低・中学年
はキーボードの入力補助
として大人の方がご協力
下さい。

K－3
LEGOロボットを作

ろう

レゴブロックを使って手順書の
通りに自分でロボットを作り、
動かします。初心者でも気軽に
製作することができます。組立
てたロボットを使って競争しな
がら、ものづくりの楽しさを体
験してください。

△北勢
△中勢
○南勢
△伊賀

△東紀州

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不
要

応
相
談

不
可

鳥羽商船高等専門学
校

△の地域については開始
時間が午後になる可能性
がありますのでご相談下
さい。小学生低・中学年
はキーボードの入力補助
として大人の方がご協力
下さい。

Ｋ　ＩＴＣ・メディアリテラシー
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低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者

Ｌ－１
ボランティア実践講

座

ボランティアに役立つ趣味・技
能を学生と一緒に学びあい活か
しあいます。学生からは、スマ
ホの使い方、レクレーション、
ゲーム、軽作業などのプログラ
ムを用意します。

○全県 ○ ○ ○ ○
無
料

基
本
的
に
無
料
ま
た
は
は
相
談

高田短期大学
ボランティア・

国際交流部

M-1

日本栄養士会災害支
援チーム（JDA-

DAT）を知っていま
すか？

国内外で大規模な自然災害が発
生した場合、迅速に状況に応じ
た栄養・食生活支援活動を実施
するJDA-DATについて、全国
に5台しかない実際の災害支援車
両を見て頂きながら指導しま
す。

○全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○
応
相
談

応
相
談

△ 鈴鹿医療科学大学

災害支援車両を披露する
場所が必要です。雨の場
合には屋根がある場所が
必要です。

M-2
サイエンススクール

（都市環境系）

自然災害のリスクや地域の魅力
などマップにしたい対象を決め
て，数名のグループで地域を歩
き，「地域マップ（安全安心
マップ）」を作ります。（３～
４時間程度）

○伊賀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○
応
相
談

応
相
談

近畿大学工業
高等専門学校

都市環境コース

令和7年4月1日～令和8
年3月31日の期間で事案
ごとに調整が必要です。
また、天候や場所によっ
て、実施できない場合が
あります。

M-3
地域防災に中学生・
高校生が貢献するた
めの実践的な学び

防災士資格や消防団活動の経験
を生かした避難所や災害ボラン
ティアセンターの運営訓練、被
災地での活動経験を通して災害
時に中高生ができることを実践
的に学ぶなど、アクティブ・
ラーニングで地域防災について
考えます。

○北勢
○中勢
△南勢
△伊賀

△東紀州

○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 要 要
四日市東日本大震災

支援の会

授業期間中は、平日は夜
間のみ対応可能です。ま
た、7月中旬～8月上旬、
1月中旬～2月上旬の試験
期間は対応できません。

Ｌ　高齢者教育・福祉

Ｍ　地域の安全・安心
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低
学
年

成
　
人

リ
モ
ー

ト
対
応

講
師
料

平
日

エリア
交
通
費

中
学
生

高
校
生

高等教育機関名
【団体等名】

備　　考
未
就
学
児

土
日
祝

高
学
年

可 能 日

中
学
年

プログラム名 取組概要・指導内容等

小学生
分類
番号

そ
の
他

長
期
休
業

(

夏

休

み

等

)

対　象

高
齢
者

N－1

まちづくりマップ作
り
まちづくりイベント
企画など

商店街組合やまちづくり市民団
体と協働して、商店街活性化や
まちづくり活動活性化を目的と
したマップ作成や交流広場など
のイベント企画を行い、実施し
ます。

○中勢
○南勢
○伊賀

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不
要

応
相
談

○
【皇學館大学】
地域社会研究会

諸般の事情により、変
更・中止の場合もござい
ます。

N－２
まちづくりイベント
企画など

市民団体と協働して、市民活動
活性化を目的としたマップ作成
や交流広場などのイベント企画
を行い、実施します。

○中勢
○南勢
○伊賀

○ ○ ○ ○ ○
不
要

応
相
談

○
【皇學館大学】
地域社会研究会

諸般の事情により、変
更・中止の場合もござい
ます。

O－１
騙されないスマホ講
座

対象者に合わせて、三重県警察
サイバー対策課の指導を受け
て、講義と実践を行います。

○全県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無
料

基
本
的
に
無
料
（

相
談
）

高田短期大学
ボランティア・国際
交流部三重県警察サ
イバー防犯チーム

O　その他

N　まちづくり・地域イベント
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７ 年 ７ 月 １０日

〒

＊

年 月 日 曜

年 月 日 曜

－ 人

（ ）

（ ○ ）

                                    申込書
申込書記入日　令和

機関・団体等の名称 広明公民館

連
絡
先

住 所
津市広明町１３－９９

ふ り が な じしん　げんさい

担 当 者 氏 名 地新　源斎

電 話 ０５９－２２４－××××

５１４－９９９９

Ｆ Ａ Ｘ ０５９－２２４－△△△△

電 子 メ ー ル koumeikou@kouminkan.lg.jp
申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、決定通知書の送付や教育プログラム実施に向けての
打ち合わせに使用させていただくものであり、その他の用途に使用することはありません。

２ 火 から

令和 ７ １１ ２８ 金 の期間で、

令和 ７ ９

４ 日間を希望
その他希望があれば

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

プ ロ グ ラ ム 番 号 Ｍ １ 参加予定人数 約 ２０

開 催 希 望 日

－

小学高学年 ○ 中学生 ○ 高校生 －

未就学児 － 小学低学年 － 小学中学年

対 象

成人 － 高齢者 －

【お問い合せ・お申し込み先】
三重県教育委員会事務局　社会教育・文化財保護課　　〒514-8570　津市広明町１３番地
TEL　059-224-3322　　FAX　059-224-3023　　E-mail　shabun@pref.mie.lg.jp

会 場 所 在 地 津市広明町１３－９９

活 動 場 面

ハザードマップ作りの指導・支援
避難所でのボランティア経験談

資　　　　　　　料
事前に必要 ※資料の有無は、プログラムにより異なります。

※必要部数の印刷は、原則利用者側でお願いします。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
希
望

その他 －

内 容 小・中学生のための減災教室

開 催 会 場 名 広明公民館　多目的室

当日でよい

ご要望等ございましたらご記入ください。

ハザードマップ作り３時間×４回くらいで考えていますが、回数、時間については相談
させていただきます。
可能であれば、画像、映像等を交えて、避難所での体験談を１時間程度お願いします。

記入例

mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp
mailto:koumeikou@kouminkan.lg.jp


 



年 月 日

〒

＊

年 月 日 曜

年 月 日 曜

－ 人

（ ）

（ ）

令和7年度　高等教育機関の専門的な知識や技能を活かす教育プログラム

　　　　　　　　　申込書
申込書記入日　令和

機関・団体等の名称

連
絡
先

住 所

ふ り が な

担 当 者 氏 名

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

電 子 メ ー ル

申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、決定通知書の送付や教育プログラム実施に向けての
打ち合わせに使用させていただくものであり、その他の用途に使用することはありません。

から

令和 の期間で、

令和

日間を希望
その他希望があれば

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

プログラム番号 参加予定人数 約

開 催 希 望 日

未就学児 小学低学年 小学中学年

小学高学年 中学生 高校生

高齢者

会 場 所 在 地

活 動 場 面

資　　　　　　　料
事前に必要 ※資料の有無は、プログラムにより異なります。

※必要部数の印刷は、原則利用者側でお願いします。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
希
望

その他

内 容

開 催 会 場 名

対 象

成人

三重県教育委員会事務局　社会教育・文化財保護課　　〒514-8570　津市広明町１３番地
TEL　059-224-3322　　FAX　059-224-3023　　E-mail　shabun@pref.mie.lg.jp

当日でよい

ご要望等ございましたらご記入ください。

【お問い合せ・お申し込み先】


